
令和5年度診療科別⽬標発表

呼吸器外科



No
.

⽒名 役職等

１ 江間 俊哉 科部長、科長兼務、がんゲノム医療センターがんゲノム医療室付科部長

２ 大岩 宏聡 医長

３ 上林 明日翔 医員

４ 閨谷 洋 嘱託医師

医師の紹介
呼吸器外科



主な診療実績 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

外来患者数 １５．５人／日 １５．２人／日 １５．９人／日

入院患者数 １２．０人／日 １２．４人／日 ９．２人／日

新入院患者数 ２４．３人／月 ２１．６人／月 ２０．５人／月

手術室手術件数 ９．７件／月 ８．５件／月 １０．４件／月

ＤＰＣ病名別症例数 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

肺の悪性腫瘍 １７０人／年 １５７人／年 １６２人／年

気胸 ３１人／年 ２８人／年 ３２人／年

縦隔悪性腫瘍、縦隔・胸膜の悪性腫瘍 ５人／年 ８人／年 ８人／年

肺炎等 ５人／年 ９人／年 ４人／年

肺・胸部気管・気管支損傷 １６人／年 ７人／年 １人／年

診療実績等
呼吸器外科

※girasol抽出データ（MDC6分類）による



令和4年度までの診療実績
呼吸器外科

肺癌・縦隔腫瘍ロボット⽀援⼿術の保険適⽤取得 （静岡県中部で初）

２０２１年９月より手術支援ロボット「ダビンチ」を
使った肺がん・縦隔腫瘍の手術を実施。

２０２２年８月より手術支援ロボット「ダビンチ」を
使った肺がん・縦隔腫瘍の手術保険診療を開始。

呼吸器外科手術では県中部の医療機関で初めて
の保険適用である。
（2023年9月現在、県中部では唯一の実施施設）

写真

（2022年8月18日静岡新聞）

2022年9月以降は術者2名体制で
ロボット手術を実施している。



中期⽬標・令和8年度に⽬指す姿

令和8年度

令和5年度

がん診療を中⼼とした地域医療への貢献

・呼吸器外科領域の基幹施設としての機能を維持・強化する。

・ロボット⽀援⼿術を中⼼とした低侵襲治療を確⽴する。

・呼吸器外科専⾨医、ロボット⽀援⼿術施⾏医の育成に注⼒する。

呼吸器外科



No. 項⽬ ⽬標

1 肺癌に対する低侵襲治療の充実 ロボット支援手術の拡充

２
進行肺癌に対する集学的治療の

実施

低侵襲手術・開胸手術に加え、各科と連携し
化学療法、放射線療法を組み合わせた集学
的治療を継続する。

３
縦隔腫瘍、気胸などの良性疾患、

外傷診療の充実

縦隔腫瘍に対するロボット支援手術や、
気胸に対する胸腔鏡下手術を継続して実施。
その他手術を要する良性疾患・外傷に素早く
対応する。

４ 研修制度の充実
研修医、専攻医の教育
ロボット支援手術施行医の育成

短期⽬標・令和5〜6年度の⽬標
呼吸器外科



県中部唯⼀のロボット⽀援下呼吸器外科⼿術（肺癌・縦隔腫瘍）施⾏施設

呼吸器外科

2021年9月より
Davinci Xi surgical system（ダビンチ）を
用いた肺癌・縦隔腫瘍に対する胸腔鏡下手術を
施行開始。

進行肺癌に対しては従来通りの開胸手術により
根治術を目指す。
エビデンスに基づいた周術期補助化学療法を
実施するとともに、再発治療にも注力する。

気胸を始めとした良性疾患に対する
低侵襲手術を継続して施行する。

肺癌・縦隔腫瘍に対する胸腔鏡下⼿術を積極的に施⾏



決 意
呼吸器外科

・低侵襲肺がん治療の継続（ロボット⽀援下⼿術）

・その他良性疾患・縦隔腫瘍等への対応を通じ、
地域に根差した診療を⽬指します。


